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年をとると、背がちぢんでくるのは本当さ。
ほね

骨の様子 

が変わってくるからそうなるのさ。 

年をとると、
せ

背がちぢむって本当なの 

 年をとると、いつの間にか背がちぢんできます。 

なぜ背がちぢんでくるかというと、つぎのように説 

明されています。 

 
せ ぼ ね

背骨が丸くまがってくること、背骨の骨と骨の間 

をつなぐ、クッションのような役目をしているつい 

間板がおしちぢめられて小さくなっていくこと、背 

骨の骨そのものも、おしちぢめられて高さがへって 

くることがあげられます。また、足のうらの土ふま 

ず（足のうらがもり上がっているところ）の骨が、 

だんだん平らになってくることなど、あちこちの骨 

の様子が、変化してくるためと考えられています。 

 朝起きたときとくらべると、夜ねるころは、だれ 

でも身長が少しちぢんでいるといわれます。１日、 

立ったり座ったりしていると、骨がおしちぢめられ 

るのです。 

 

■なぜ、子どもは背がよくのびるのかは、わかっていない 

 子どものときは、よく背がのびます。とくに、１１才ぐらいからぐん

びはじめ、１７才ぐらいになるとのび方がおそくなってきます。やがて

ろには、たいていの人が、骨の成長はとまって、身長も一定になります

ときに、なぜぐんぐんのびるのかは、今のところわかっていません。 
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